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市民の皆さんとの「5つの約束」の実現に向けた
平成21年度の取り組み状況をお知らせします

2～4
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市では、市長と市民の皆さんとの「５つの約束」を実現するため、各種施策に取り
組んでいます。ここでは、平成21年度に行った主な取り組みをお知らせします。

市民の皆さんとの「5つの約束」の実現に向けた

平成21年度の取り組み状況をお知らせします平成21年度の取り組み状況をお知らせします
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行財政運営の健全化

少子高齢化の進展や長引く景気低迷の影響などにより、本市を取り巻く環境は依然として厳
しい状況にあります。
私は市長就任以来、「市財政の健全化」を最重要課題に掲げるとともに、透明で信頼される
市政を推進しながら、まちづくりの基本を「ハードからソフトへ」、「行政主導から市民主導へ」
と転換を図り、各種施策に情熱を持って取り組んでまいりました。
平成21年度におきましては、これまでに行ってきた事業を拡充させるとともに、地域活性
化や市民参加促進のための新たな事業を展開してまいりました。
今後とも、豊かな地域資源を有効に活用し、市民の皆さんの声をお聴きしながら、「市民が
主役」の新しい行田をつくるため、各種施策に全力で取り組んでまいりますので、ご理解とご
協力をお願いいたします。

行田市長

工藤　正司

「市民が主役」のまちづくりに向けて

工事の進む旧行田女子高校跡地

■市の借金（市債）を削減
新たな借り入れの抑制や過去に借り入れた高金利の
市債の繰上償還の実施など、市債残高の削減を図り、
平成21年度末には平成20年度末と比較して全会計で
約11億円を削減しました。

■既存施設の活用最優先
旧行田女子高校跡地に平成23年4月、埼玉県立総合
教育センターがオープンする予定となっており、現
在、急ピッチで工事が進められています。市ではグラ
ウンドや体育館といった体育施設の開放など、市民の
利用に向けた県との協議を進めています。

■市民参加による未来のまちづくり
平成23年度からの「第5次総合振興計画」の策定に
向け、これまで行政に声を届けるきっかけがなかった
市民の皆さんが、市の課題やあるべき姿について、市
職員と共に話し合う「ぎょうだ夢づくり会議」を全５
回にわたり開催しました。参加した市民からは「行田
市の方向性を決める活動に参加できてよかった」、「今
回の提案事項が、今後どのように生かされていくのか楽
しみ」、「夢で終わらせず、ぜひ実行に移してほしい」
などの感想をいただきました。
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もっともっと元気な行田を創ります1

■特色ある産地づくりの推進
麦･大豆の生産を支援し、県下有数の穀倉地帯である特長を生かした麦･大

豆産地化振興事業を実施しました。

■地産地消の推進
学校給食に、行田産米「彩のかがやき」を100％使用するほか、キャベツ

や玉ネギなどの行田産農産物を取り入れています。また、行田在来青大豆を
活用した新たな商品「行田ブランド」を開発し、販売を開始しました。

新しい行田を創ります2

行田産の米や野菜を使った給食

■行田ゼリーフライ、行田フライの全国ブランド化に向けて
行田が誇るＢ級グルメ、「行田ゼリーフライ」と「行田フライ」のキャラ

クターデザインを決定し、名前とともに商標登録しました。「こぜにちゃ
ん」、「フラべぇ」という愛称が付いたキャラクターは、着ぐるみとなって
各種イベント会場に登場。ゼリーフライとフライ、そして行田の魅力を全国
にＰＲするため活躍中です。

■第２回行田市Ｂ級グルメ大会を開催
「ゼリーフライ」と「フライ」を利用したまちおこしの一環として、「第

２回行田市Ｂ級グルメ大会」を開催しました。Ｂ級グルメの全国大会「Ｂ－
１グランプリ」の歴代優勝グルメをはじめ、県内外のご当地グルメが出店し、多くの人でにぎわいました。

■行田市民大学が開校
市民による手作りの学校を目指して、市民自らが企画・運営する「行田市民大学」が開校しました。全22回

の講座で学んだ受講生たちは、さまざまなテーマでグループ研究を行い、その成果をまとめました。第１学年を
修了した第1期生98人のうち64人の希望者が、第２学年として学び続ける予定です。

■地域活性化推進委員会を設置
市民の皆さんの意見を取り入れながら地域活性化の取り組みを推進するため、市民と市職員で構成する地域活

性化推進委員会を設置しました。地域の特性を生かした魅力あるまちづくりに向けて、検討を進めています。

第2回行田市B級グルメ大会の様子

■子育てを応援
地域子育て支援拠点施設８カ所で、子育て親子に交流の場を提供し、育児相談や講習などの事業を行っていま

す。また、ファミリー・サポート・センター会員の支援を受けて「学童保育室送迎支援事業」を開始し、学童保
育室の入室待機児童の解消を図りました。

このほか、第３子以降のお子さんの誕生を祝して、「子育てハッピー券（36,000 円相当）」を贈呈する「子育
てジョイ ･ ハッピー事業」など、子育て家庭を応援するさまざまな施策に取り組んでいます。

■湯
ゆ

ったりあったか元気倍増事業
市民の皆さんの福利厚生増進のため、（社）伊香保温泉観光協会と協定を結び、

同協会加盟旅館に優待料金で宿泊できる事業を開始しました。

■地域安心ふれあい事業
「ふれあい見守り活動」と「いきいき・元気サポート制度」を開始し、支援

が必要な高齢者などを地域と行政が協力して支える、「新たな支え合いのしく
みづくり」を進めています。

安心・安全な行田を創ります3

いきいき元気サポーターによる活動風景
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▶問い合わせ　企画政策課政策担当（内線311）

■給食を通した食育
給食を通して成長期の子供たちに正しい食習慣を身
に付け、食の大切さを学んでもらう「食育」に取り組
んでいます。栄養士が学校に出向き給食に対する理解
を深めてもらう「給食指導」や、給食に農産物を提供
している生産者との「給食交流会」を実施しました。

■国語力ステップアップ推進委員会
国語力を身に付けた子どもを育てるため、国語力ス
テップアップ推進委員会を組織しました。「国語力を
礎とした人間力のはぐくみ」に取り組んでいます。

■元気な学校をつくる地域連携推進事業
保護者や地域の皆さんのボランティアによる「学校応援

団」を平成21年度までに全小学校と中学校２校で組織化
しました。学校での学習活動や安心 ･安全の確保などに協
力いただき、地域ぐるみで学校を支援していただくととも
に、年長者を敬い感謝する心を持った子どもを育成してい
ます。

農家の方たちと児童が交流を図る「給食交流会」

うどん作りを支援する太田東小学校の学校応援団

■サケの遡上保護
利根川を遡上するサケの保護活動に（独）水資源機構とともに
取り組んでいます。11月のサケ遡上・採卵観察会で採取され
た卵を育て、ふ化・成長した稚魚を２月に利根川に放流しま
した。サケの遡上数は年々増加し、平成20年度は5,606匹で
したが、平成21年度は9,463匹と大幅に増加しています。

■フィルムコミッション設立
映画やテレビドラマなどを市内で撮影しようとする際に、
ロケ地に関する情報提供や公共施設の使用などを支援する窓
口として「行田フィルムコミッション」を立ち上げました。
行田の持つ数々の資源を活用して市のイメージアップを図
り、まちの魅力をＰＲしていきます。

■足袋蔵歴史のまち整備事業、
　ぎょうだ歴史ロマンの道整備事業
文化財を生かしたまちづくりを進めるとともに、観光で訪れる人々の利
便性を図るため、文化財の案内板や説明板を設置する事業を行っていま
す。平成21年度は案内板４基と説明板５基を設置しましたが、引き続き整
備を進めていくとともに見学コースのパンフレットを作成して、まちの魅
力をさらにＰＲしていきます。

昨年過去最多の数を記録したサケの遡上

未来の行田を担う子どもを育てます4

資源を活用した行田を創ります5

郷土博物館入り口に設置された説明板
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吉田　嘉夫 氏
（71 歳・北河原）

柴﨑　泰治 氏
（70 歳・真名板）

大澤　 勇 氏
（65 歳・須加）

西田　幸太郎 氏
（72 歳・門井町）

渡邉　邦道 氏
（70 歳・旭町）

旭
日
小
綬
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７月 25 日で任期満了を迎える参議院議員の選挙が行われます（選挙期日の正式な決定
はもう少し先になる見込みです）。選挙期日が決定されると公示が行われ、公示の 17 日
後が投票日となります。なお、投票は、比例代表選出議員選挙および選挙区選出議員選挙
の２種類です。

投票できる方 ご利用ください　期日前投票
日本国籍を有し、選挙期日現在、年齢満 20 年以上の

方で、引き続き３カ月以上市内に住んでいて選挙人名簿
に登録されている方。

投票日当日に一定の理由で投票できない方は、期日前
投票をすることができます。期日前投票所は、市役所西
側に設置します。利用できる期間は、公示の翌日から投
票日の前日までの午前8時30分から午後8時までです。

入場券を郵送します 大切にしましょう　貴重な一票
投票所入場券は、公示日ごろに各家庭へ郵送します。

入場券は、圧着式はがき（4 人単位）となっていますの
で、切り離して本人の分をお持ちください。

なお、入場券は投票所の整理と混雑緩和のために発行
しているものであり、入場券が無くても選挙人名簿に登
録があれば投票できます。入場券が見当たらないときは、
身分証明書をお持ちになり、投票所にお越しください。

投票所、期日前投票所での投票のほか、身体に重度の
障害のある方が自宅で投票できる郵便投票、病院や単身
赴任先で投票ができる不在者投票、海外で投票ができる
在外投票などの制度があります。詳しくは、選挙管理委
員会まで問い合わせください。

▶問い合わせ　選挙管理委員会（内線２１９）

校舎の工事が行われます
第４投票区投票所「西小学校」で校舎の工事が行われます。これに伴い、投票日当日、通路などの一部が制限

され自動車の駐車スペースなどが通常よりも少なくなりますので、投票には徒歩や自転車でご来場ください。ご
協力をお願いします。

～貴重な一票を大切にしましょう～
参議院議員選挙が行われます
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古代蓮の里駐車場の有料化に伴い
無料駐車券を配布します

古代蓮の里では、蓮の開花時期に限定し、次の期間に
駐車場が有料となります。ただし、市民の皆さんは、配
布される駐車券を提示することにより、駐車場を無料で
利用できます。駐車券を提示しない場合は有料となりま
すので、ご注意ください。
また、行田蓮まつり開催日の７月18日（日）は、混
雑緩和のため無料駐車券は利用できません。なお、小針
クリーンセンター北側の臨時駐車場（無料）を開設しま
すので、混雑時や行田蓮まつり開催日などは、係員の指
示に従ってください。

▶有料期間　６月19日（土）～８月８日（日）
▶有料時間　午前５時～午後２時
▶駐車料金　普通・小型・軽自動車１台あたり500円

乗合型自動車１台あたり1,500円
※障害者手帳をお持ちの方、自転車、自動
　二輪車での利用の方は無料

▶駐車券配布　各自治会を通して６月上旬までに配布しま
す。

▶問い合わせ　同課公園担当（内線352・353）

使用後の駐車券を下記窓口にお持ちいただいた方
（先着300人）に、古代蓮の里オリジナルポストカー
ドを差し上げます。
▶受付期間　８月９日（月）～31日（火）
▶受付場所　古代蓮会館（月曜日を除く午前９時～

午後４時）
まちづくり推進課公園担当（土・日曜
日を除く午前９時～午後５時）

「市長と語る対話集会」の参加者を
募集します

「もし自分が市長だったら」という視点から、市政に
対する意見・提言を寄せていただく「市長と語る対話集
会」を開催します。
この集会は、自治会長をはじめとする各種団体の代表
者の皆さんに呼びかけ、さらに公募の市民の皆さんの参
加もいただき、対話方式で市長が直接意見・提言を伺う
ものです。
次の地区を対象に開催します。ぜひご参加ください。

地　　区 日　　時 場　　所

長野、太田 ６月２６日（土）
午後１時３０分～３時 太田公民館

荒木、須加 ７月２日（金）
午後７時～８時３０分 須加公民館

北河原、南河原 ７月１６日（金）
午後７時～８時３０分 北河原公民館

▶対 象　該当地区在住の方
▶申し込み　不要（直接会場へお越しください）
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線３１８）

「古代蓮の里ホタルの会」では、市と協働で古代蓮の
里ホタルの川にヘイケボタルの幼虫を放流し育てていま
す。
ホタルの飛び交う様子を多くの皆さんに見ていただく
ため、次のとおり観賞会を開催します。当日は、同会会
員が案内・説明します。夏の夜のひとときをホタルでお
楽しみください。

▶日 時　６月18日（金）～20日（日）午後７時
30分～８時30分　※雨天・強風のとき
は、中止する場合があります。

▶場 所　古代蓮の里ホタルの川
▶お 願 い　ホタルは光を嫌います。カメラや懐中電灯

の光を向けないでください。
▶そ の 他　ホタルは観賞会日程以外でも、６月中旬か

ら７月中旬まで、晴れた風のない日に見る
ことができます。

▶問い合わせ　まちづくり推進課公園担当（内線352・353）

～幻想的なホタルの舞を楽しむ夕べ～
ホタル観賞会を開催します

行田市地域包括支援センター
運営協議会の委員を募集します
市では、高齢者の総合相談やケアマネジメントを行う
地域包括支援センターを市内３カ所に設置しています
が、センターの適切な事業運営を図るため、毎年度運営
協議会を開催し、事業計画および事業報告の検証・評価
を行っています。
このたび、皆さんの意見を反映するため、運営協議会
の委員を募集します。

▶応募資格　本市に住所を有する65歳以上の方（4月
1日現在、行田市介護保険の第１号被保険
者）で、平日昼間の会議に出席できる方。
ただし、次に掲げる方を除きます。
（１）応募日現在、すでに本市の他の審議会
　　などの委員の職にある方
（２）市職員および市議会議員

▶募集人数　１人
▶任　　期　平成23年３月31日まで
▶応募方法　住所、氏名、年齢、電話番号を記入した書

類（様式自由）を持参または郵送してくだ
さい。（〒361ー8601　行田市本丸２ー
５　行田市役所高齢者福祉課）

▶締め切り　６月15日（火）必着
▶選考方法　抽選により決定
▶問い合わせ　同課高齢福祉担当（内線２７８）
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▶日 時　７月１日（木）午後１時～４時
▶場 所　「みらい」文化ホール
▶内 容　【第１部】 広報ビデオ「心のリレー」
  上映
 【第２部】 〈特別講演〉
  演題：元気が出る思考力
  講師：矢内理絵子さん（女
  　　　流棋士、行田市観光
  　　　大使）
  〈歌謡ショー〉
  出演：熊谷ひろみさん
▶入 場 料　無料
▶主 催　「社会を明るくする運動」行田地区推

進委員会
▶そ の 他　午前 10 時 30 分から正午まで、中央

公民館（「みらい」内）第３学習室に
おいて、保護司会・更生保護女性会が
犯罪や非行に関する相談をお受けしま
す。

▶問い合わせ　福祉課社会福祉担当（内線２６４）

第60回「社会を明るくする運動」
行田地区大会

ご存じですか
国民健康保険税の軽減制度

国民健康保険税では、世帯主、国保被保険者、特
定同一世帯所属者の所得を合算した額が一定の所得
金額以下（33 万円以下など）の世帯に対して、税
額を軽減する制度があります。適用するためには、
世帯全員（世帯主、国保被保険者で 16 歳以上の方、
特定同一世帯所属者）の所得の申告が必要となりま
す。

なお、所得のない方（確定申告などで扶養になっ
ている方を含む）も申告が必要です。未申告の方が
いると軽減制度が適用されませんので、ご注意くだ
さい。
▶問い合わせ　保険年金課国保担当（内線２７１・
　　　　　　　２７２・２７３）

金婚夫婦に記念品を贈呈します

市では、敬老事業の一環と
して、今年結婚５０周年を迎
えるご夫婦や、すでに結婚後
50 年を経過したご夫婦に、
お祝いの記念品を贈呈します。

該当される方は申請が必要
で、記念品は敬老祝賀式典に
おいて贈呈します。

▶受付期間　６月１日（火）
～７月 30 日（金）※期間厳守

▶対 象　昭和35年12月31日以前に結婚され
たご夫婦（婚姻年月日は、挙式の日ま
たは入籍した日どちらでも可）※昨年
までに記念品を受領されている方を除
く

▶申請方法　高齢者福祉課にある指定の申請用紙に
必要事項を記入し、同課へ提出してく
ださい。印鑑、戸籍謄本などは必要あ
りません。なお、代理申請は可能です
が、電話での申請はできません。

▶問い合わせ　同課高齢福祉担当（内線 223）

40歳から64歳の国民健康保険に加入している方へ
特定健診を受診してください

4 月 1 日現在で国民健康保険に加入している方
のうち、今年度 40 歳から 64 歳になる方へ、特定
健診の受診券を発送しました。受診期間は 6 月か
ら９月までです。医療機関へ予約のうえ、行田市国
民健康保険証を忘れず持参し受診してください。

なお、65 歳以上の方の受診期間は８月から 12
月 10 日までで、７月中に受診券を送付する予定で
す。

▶問い合わせ　保険年金課国保担当（内線 271・
　272・273）

特定健診を受診された方の中から抽選で 10
人の方に、行田商店共通商品券（1 万円分）を
プレゼントします。

▶対 象　期間中に健診を済まされた方
▶抽 選　平成 23 年 3 月末（予定）
▶そ の 他　受診した時点で対象となりますの

で、応募の必要はありません。

平成22年10月1日に国勢調査を行います

《敬老祝賀式典》
▶日 時　9月11日（土）午前10時
▶場 所　「みらい」文化ホール
▶そ の 他　表彰式のほか、アトラクションを
　　　　　　予定。
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　市では、商業の振興に寄与するため、行田市商業振興対
策委員会を設置しています。この委員会は商業振興に関し
て、市長の諮問に対する答申や建議を行う機関です。
　このたび、皆さんの意見を反映させるため、商業振興対
策委員会の委員を募集します。

▶応募資格　満20歳以上で、市内に在住、在勤または在
学し、平日昼間に開催する年２回程度の会議
に出席できる方。ただし、次に掲げる方を除
きます。

　　　　　　（１）応募日現在、すでに本市の他の審議会な
　　　　　　　　どの委員の職にある方
　　　　　　（２）市職員および市議会議員
▶募集人数　２人
▶任　　期　７月から２年　
▶応募方法　商業振興に関する考えなどについて400～
　　　　　　800字程度にまとめて、住所、氏名、年齢、

性別、職業（または学校名）を記入した書類
　　　　　  （様式自由）を持参または郵送してください。
　　　　　 （〒361―8601 行田市本丸２―５ 行田市

役所商工観光課振興担当）
▶締め切り　７月２日（金）必着
▶選考方法　書類審査のうえ決定し、結果は全員にお知ら
　　　　　　せします。
▶問い合わせ　同課振興担当（内線384）

行田市商業振興対策委員会の
委員を募集します

▶試験期日　10月24日（日）午前10時　
▶場　　所　獨協大学（東武伊勢崎線松原団地駅下車、草
　　　　　　加市学園町１―１）ほか　
▶試験案内 【配布時期】 ６月29日（火）～７月31日（土）
　　　　　 【配布場所】①市役所高齢者福祉課  ②行田
　　　　　 市社会福祉協議会 ③埼玉県社会福祉協議会

（彩の国すこやかプラザ）④県高齢介護課 
⑤県福祉事務所　

▶受験資格　保健・医療・福祉分野で原則として合計５年
　　　　　　以上かつ９００日以上の実務経験を有する方

※詳細は「試験案内」を参照のこと　
▶申し込み　７月31日（土）までに試験申込書などの必要

書類を埼玉県社会福祉協議会研修開発部ケア
マネージャー業務課（〒330―8529さいた
ま市浦和区針ヶ谷４―２―65 彩の国すこや
かプラザ内）へ簡易書留により郵送（当日消
印有効）※持込不可　

▶費　　用　９,000円　
▶問い合わせ　同協議会ケアマネジャー業務課 ☎048―82
　　　　　　4―3111（試験専用） ＦＡＸ048―825―
　　　　　　9185  Ｅメール cm-shiken@fukushi-saita
　　　　　　ma.or.jp

埼玉県介護支援専門員
実務研修受講試験

郷土博物館の開館時間を
延長します

▶変更期間　７月１日（木）～９月５日（日）　
▶開館時間　午前９時～午後５時（入館受付は午後４時
　　　　　　30分まで）　
▶期間中の休館日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）　
▶問い合わせ　同館☎554―5911

「よろいを着よう」利用者数
５,000人を達成

　郷土博物館では、平成10年から毎年春と秋に、入館者
へのサービスとして「よろいを着よう」と題したよろい着
付け体験を実施しています。このたび、４月29日に利用
者数５,000人を達成しました。
　記念すべき５,000
人目の利用者となっ
たのは、川口市の柘
植麟太郞くん。家族
で来館された柘植く
んには、館長から認
定書と、記念品とし
て行田産米「彩のか
がやき」、行田の水
「古代蓮の雫」がプ
レゼントされました。

▶問い合わせ　
　郷土博物館
　☎554―5911　

地デジについてお悩みの方へ
受信・視聴に関する相談会を

開催します

　平成23年7月24日までにアナログ放送は終了し、デジ
タル放送に完全移行します。この相談会では、地デジ受
信・視聴についての相談を受け付けます。

▶日　　時　６月14日（月）～25日（金）午前10時～午後
３時（土・日曜日を除く）

▶場　　所　市役所１階ロビー
▶問い合わせ　デジサポ埼玉相談会グループ  ☎048―815
　　　　　　―5820
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▶日　　時　６月27日（日）午前９時30分～午後４時
▶場　　所　ＶＩＶＡぎょうだ

イベント名 時　間 内　　容 場　所

① 記念講演・ハーモ
ニカ演奏

午後１時30分
開演

竹内克好さん（元埼玉県教育長）
による「子育て 孫育て」と題し
た講演

学習室

② 親子で
竹とんぼ作り

午前９時30分
～11時30分

榎本武弘さん（市内在住）によ
る竹とんぼ作り教室　 学習室

③ 紙芝居「ごはんを
食べなきゃ」

午前11時30分
～11時40分

市民大学の受講グループによる
食育に関する紙芝居

交流
スペース

④ ゼリーフライの
試食 正午から

行田市食生活改善推進員の皆さ
んによる、手作りゼリーフライ
のサービス（先着 200 個）。こ
ぜにちゃんもやってきます。

調理室

⑤ パネル展示会 終日 DV（ドメスティック・バイオ
レンス）に関するパネル展示 ２階廊下

※①は講演中の保育（２歳以上の未就学児）があります。希望される方は６月15日（火）
　までに同センターへ申し込みください。
※②については　
　・対　　象　市内の小学生とその保護者
　・定　　員　30組（先着順）
　・持 ち 物　カッター、サンドペーパー（180番）
　・申し込み　６月12日（土）～22日（火）に同センター

▶参 加 費　無料
▶問い合わせ　ＶＩＶＡぎょうだ☎556－9301

▶日　　時　６月24日（木）午前10時
　　　　　　～正午　
▶場　　所　ＶＩＶＡぎょうだ学習室
▶内　　容　親子で一緒に体を動かし、
　　　　　　輪つなぎやちょうちん作
　　　　　　りに挑戦します。
▶講　　師　渡辺幸子さん　
▶対　　象　市内の未就園児とその保
　　　　　　護者　
▶定　　員　親子25組（先着順）　
▶参 加 費　無料　
▶持 ち 物　ハサミ、のり、サインペ
　　　　　　ン、お子さんの飲み物
▶申し込み・問い合わせ　
　　　　　　６月12日（土）～23日
　　　　　　　　　　 　（水）に直接または電話で
　　　　　　ＶＩＶＡぎょうだ 
　　　　　　☎556―9301

親子で楽しく！
かんたん体操＆工作

質
問　

街
角
で
、
地
面
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
い

る「
赤
色
の
太
い
パ
イ
プ
」を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

そ
ば
に
消
防
水
利
と
表
記
し
た
看
板
が
立
っ
て

い
る
の
で
、
火
災
発
生
時
に
使
用
す
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
が
、
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

回
答　

そ
れ
は
、
万
が
一
火
災
が
発
生
し
た
場

合
に
使
用
す
る
「
消
防
用
井
戸
」
で
す
。
消
防

用
井
戸
は
、
市
内
に
１
千
３
５
４
カ
所
あ
り
、

こ
の
ほ
か
に
も
消
防
用
と
し
て
、
水
道
水
を
使

用
し
た
消
火
栓
が
１
千
５
２
４
カ
所
、
地
下
な

ど
に
水
を
た
め
て
あ
る
貯
水
槽
が
１
４
２
カ
所

あ
り
ま
す
。

《
消
防
用
井
戸
の
利
点
》

　

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
井
戸
で
は
な
く
全
て
水

道
水
を
使
用
す
る
消
火
栓
に
し
た
ほ
う
が
、
取

り
扱
い
が
簡
単
な
の
で
は
、
と
考
え
る
方
も
い

る
と
思
い
ま
す
。
平
成
７
年
１
月
に
発
災
し
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。
地

震
直
後
の
神
戸
市
で
は
水
道
管
が
壊
滅
状
態
で
、

消
火
用
水
の
確
保
が
深
刻
な
状
態
で
し
た
。

　

し
か
し
、
神
戸
市
内
の
灘
区
や
東
灘
区
に
あ

る
造
り
酒
屋
の
井
戸
で
は
、
地
震
で
の
被
害
が

少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
支
障
な
く
使
用
で
き
る
状

態
だ
っ
た
た
め
、
井
戸
水
を
消
火
活
動
に
利
用

し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
教
訓
を
元
に
、
地
下
水

を
利
用
す
る
水
利
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

で
は
、
東
京
都
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
市
町

村
で
、
地
下
水
を
利
用
し
た
水
利
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

《
消
防
水
利
の
点
検
に
ご
協
力
を
》

　

緊
急
時
に
消
防
用
井
戸
や
消
火
栓
を
す
ぐ
に

使
用
で
き
る
よ
う
、
消
防
署
で
は
そ
の
所
在
や

使
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
、
そ

の
維
持
・
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

消
防
用
井
戸
は
、
地
下
に
ど
の
く
ら
い
の
水
が

た
ま
っ
て
い
る
の
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
消
防
水
利
の
基
準
の
と
お
り

に
放
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
普
段
か
ら
消

防
自
動
車
を
使
用
し
点
検
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
消
防
用
井
戸
の
点
検
に
伴
う
騒
音
や
排

水
な
ど
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
消
防
水
利
が
有
効
か
つ
迅
速
に
使

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
重
要
な
業
務
で

す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
市
消
防
署
☎
５
５
６―

　

２
０
９
０

消
防
ふ
れ
あ
い

消
防
ふ
れ
あ
い

情
報
情
報

番番

つけましたか？住宅用火災警報器

第 2 回 VIVA ぎょうだまつり
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【初めてのパソコン】（これからパソコンを始める方）
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

① ７月 6 日（火）・7 日（水）・8 日（木）・9 日（金） 午後

② 8 月 24 日（火）・25 日（水）・26 日（木）・27 日（金） 午前

【ワード中級】（応用コース）
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

③ 7 月 13 日（火）・14 日（水）・15 日（木）・16 日（金） 午前

④ 8 月 31 日（火）、9 月 1 日（水）・2 日（木）・3 日（金） 午後

⑤ 10 月 19 日（火）・20 日（水）・21 日（木）・22 日（金） 午後

⑥ 11 月 17 日（水）・18 日（木）・19 日（金）・24 日（水）
・25 日（木）・26 日（金） 夜間

【エクセル中級】（応用コース）
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

⑦ 7 月 27 日（火）・28 日（水）・29 日（木）・30 日（金） 午後

⑧ 9 月 7 日（火）・8 日（水）・9 日（木）・10 日（金） 午前

⑨ 10 月 6 日（水）・7 日（木）・8 日（金）・13 日（水）・14 日（木）
・15 日（金） 夜間

【親子でパソコン】（小学生対象）
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

⑩ ８月 21 日（土）　 １日

【インターネット・Ｅメール】
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

⑪ 8 月 3 日（火）・4 日（水）・5 日（木）・6 日（金） 午前

⑫ 10 月 26 日（火）・27 日（水）・28 日（木）・29 日（金） 午後

【デジタルカメラ入門】
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

⑬ 9 月 28 日（火）・29 日（水）・30 日（木）、10 月 1 日（金） 午後

⑭ 11 月 9 日（火）・10 日（水）・11 日（木）・12 日（金） 午前

【年賀状作成】
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

⑮ 11 月 30 日（火）、12 月 1 日（水）・2 日（木）・3 日（金） 午前

⑯ 12 月 7 日（火）・8 日（水）・9 日（木）・10 日（金） 午後

※パソコンはウィンドウズ・ビスタです　

▶講習時間　【午前】午前９時～正午
　　　　　　【午後】午後１時 30 分～４時 30 分
　　　　　　【夜間】午後７時～９時
　　　　　　【１日】午前９時～午後４時
▶定　　員　各コース 20 人（先着順）
▶受 講 費　テキスト代相当
▶申し込み　6 月 19 日（土）午前 10 時から「みらい」文化ホー

ルで行います。電話での申し込みは、窓口で定
員に満たなかった場合に限り、午前 11 時から
受け付けます。

▶問い合わせ　中央公民館 ☎ 556 － 2649

パソコン講習会の受講生を募集します

　小・中学生の皆さん、あなたの将来の夢はなんですか。埼
玉県では、皆さんの夢の実現をサポートするため、いろいろ
な分野で活躍中の埼玉ゆかりのプロの方から学び、体験する
「教室」を開催しますので、ぜひご応募ください。

《職人になりたい》
ものつくり大学の木工おもしろものづくり教室　　　
▶日　　時　８月21日（土）午後１時～５時
▶場　　所　ものつくり大学
▶対　　象　小学５年生～中学生
▶定　　員　30人（応募多数の場合は抽選）
▶費　　用　無料
▶申し込み　官製往復はがきに必要事項を記入のうえ、６月
　　　　　　30日（水）（消印有効）までに埼玉県県民生活部
　　　　　　青少年課内「青少年夢のかけはし事業」担当
　　　　　　（〒330―9301 さいたま市浦和区高砂３―
　　　　　　15―１）
▶問い合わせ　同課☎048―830―2912・2357  FAX04
　　　　　　8―830―4754　県ホームページ　http://
　　　　　　www.pref.saitama.lg.jp/site/kakehashi/

一流のプロフェッショナルに会いに行こう！
埼玉県青少年夢のかけはし事業（第１期）

味覚教室
～“おいしい”の秘密を知ろう～

▶日　　時　８月27日（金）
　　　　　　①午前９時30分～ 
　　　　　　②午前11時～ 
　　　　　　③午後１時30分～（各回40分程度） 
▶場　　所　学校給食センター「ひまわり」
▶内　　容　昆布・かつお節などのだし素材に触れて
　　　　　 “おいしい”の秘密を見つける
▶対　　象　小学５年生とその保護者　
▶定　　員　各回20組　
▶参 加 費　無料　
▶申し込み・問い合わせ　申込用紙（学校を通して配
　　　　　　布）に必要事項を記入し７月９日（金）
　　　　　　までに電話またはＦＡＸで同センター
　　　　　　☎553―1114　ＦＡＸ554―9949
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不
用
品
情
報

　

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化
を
図
る

た
め
、
不
用
に
な
っ
た
家
具
や
家
電
製
品
な
ど
、
ま
だ
使

え
る
も
の
の
仲
介
を
行
う
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
（
品
物
無
料
）

　

登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
電
子
オ
ル
ガ
ン　

▽
ベ
ビ
ー
バ
ス　

▽
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ

ド　

▽
テ
レ
ビ
台　

▽
百
科
事
典
（
学
習
・
児
童
・
子
ど

も
）
▽
教
育
経
営
事
典　

▽
応
接
セ
ッ
ト　

▽
ソ
フ
ァ
ベ

ッ
ド　

▽
テ
ー
ブ
ル
（
い
す
２
脚
付
）
▽
ベ
ビ
ー
だ
ん
す

▽
整
理
戸
棚　

▽
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ　

▽
ア
ル
ト
リ
コ
ー
ダ
ー

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
シ
ル
バ
ー
カ
ー　

▽
歩
行
車　

▽
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
（
カ

ラ
ー
モ
ニ
タ
ー
付
）
▽
掃
除
機　

▽
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト

▽
車
い
す　

▽
液
晶
テ
レ
ビ
（
32
型
）
▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー

ヤ
ー　

▽
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン　

▽
ベ
ビ
ー
カ
ー
（
Ａ
型
）

▽
洗
濯
機　

▽
テ
レ
ビ　

▽
電
子
レ
ン
ジ　

▽
ビ
デ
オ
デ

ッ
キ　

▽
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ　

▽
洗
濯
機
用
棚　

▽
洋
服

だ
ん
す　

▽
琴　

▽
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
テ

レ
ビ
（
28
型
）
▽
自
転
車
（
大
人
用
）
▽
子
ど
も
用
三
輪

車　

▽
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ
（
サ
イ
ズ
自
由
・
15
型
）

▽
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー　

▽
キ
ッ
チ
ン
用
テ
ー
ブ
ル

（
キ
ャ
ス
タ
ー
付
）
▽
ソ
フ
ァ　

▽
照
明
器
具　

▽
家
庭

用
小
型
耕
運
機　

▽
デ
ジ
タ
ル
対
応
液
晶
テ
レ
ビ　

▽
鍵

盤
ハ
ー
モ
ニ
カ　

▽
キ
ッ
チ
ン
用
カ
ウ
ン
タ
ー　

▽
テ
レ

ビ
台　

▽
ナ
イ
ト
テ
ー
ブ
ル　

▽
電
話
機　

▽
パ
ソ
コ
ン

▽
下
駄
箱　

▽
湯
沸
か
し
器
（
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
用
）
▽
パ

ソ
コ
ン
台　

▽
炊
飯
器　

▽
学
習
机　

▽
活
版
印
刷
機

　
▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎
５
５
６―

９

　

５
３
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
３―

０
７
９
２

　地球温暖化防止の取り組みとして、市役所などの施設に
おける冷房温度の引き上げを実施します。
　これに伴い、職員は軽装での勤務となりますので、皆さ
んのご理解をお願いします。

▶実施期間　６月～９月
▶問い合わせ　人事課研修厚生担当（内線209）

夏の軽装化を実施します

　光化学スモッグは、気温が高く、風が弱く吹き、日差し
の強い日に、自動車の排気ガスや工場のばい煙などに含ま
れている窒素酸化物や炭化水素などが、太陽の紫外線に
よって複雑な化学反応を起こして発生します。
　注意報、警報が発令された場合には、行田市防災行政
無線で放送します。また、県ではホームページ（http://
www.taiki-kansi.pref.saitama.lg.jp/）や電話、ファッ
クス応答サービス（048－857－7100）で最新の注意
報などの発令状況や光化学オキシダント濃度などをお知ら
せしているほか、注意報などの発令情報をＥメールでお知
らせするサービスもあります(通信料がかかります) 。

◎異常症状を感じたら
　・目がチカチカしたり痛いと感じたりしたときは、洗眼
　　をしましょう。
　・のどの痛みを感じたときは、うがいをしましょう。
◎予報・注意報などが発令されたら
　・屋外での激しい運動は避けましょう。
　・目などに刺激を感じたら、すぐ屋内に入りましょう。
　・病弱な人、乳幼児、お年寄りなどは、健康な成人より
　　も被害を受けやすいので、特に注意しましょう。
◎次のようなときは、すぐに医師の診察を受けましょう。
　・洗眼やうがいをしても良くならないとき
　・呼吸困難やけいれんなどがあるとき
▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556－9530
　　　　　　　埼玉県加須保健所☎0480－61－1216

光化学スモッグに気を付けて

北彩タウン情報北彩タウン情報
でか
けませんか となりまち

浮野の里・あやめ祭り
▶日　　時　６月13日（日）・20日（日）午前９時

～午後３時（小雨決行）
▶場　　所　浮野の里
▶内　　容　ハナショウブの観賞、クヌギ並木での

自然観察、女船頭さんの田舟漕ぎ（乗
船可）、農産物の直売、手作りいがま
んじゅう・焼きそばなどの販売

　　　　　　※田舟遊覧と農産物の直売は14日（月）
　　　　　　　～19日（土）の午前９時～午後３

　時も行います（雨天中止）。
▶問い合わせ　加須市市民活動支援課☎0480―62―

1111（内線347）

加  須  市

羽生夏まつり
▶日　　時　７月10日（土）午後２時～９時
▶場　　所　プラザ通り・はなみずき通り
▶内　　容　各町内によるみこしが、歩行者天国と

なった会場を練り歩きます。また、２
台の山車によるたたき合いや、みこし
のもみ合い、郷土芸能の披露、よさこ
い羽生なども行われます。

▶問い合わせ　羽生市商工観光課
　　　　　　☎560―3111

羽  生  市
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

  休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い合わせく

ださい。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎556－2090
 ・埼玉県救急医療情報センター ☎048－824－4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談窓口につ

ながります。（携帯電話可）
・相談時間 【月～土曜日】午後7時～11時 
　　　　　 【日曜日、祝日】午前9時～午後11時

子どもの健康
乳幼児健診
　名　　称　4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他　転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターへご連絡ください。

BCG予防接種
　①受付日時　6月28日（月）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成22年3月1日～15日生まれのお子

　さん
　②受付日時　7月12日（月）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成22年3月16日～31日生まれのお子

　さん
　①②とも対象児以外でまだ受けていないお子さん（6
　カ月未満）は、この機会に受けてください。

乳幼児相談（要申し込み）　
　受付日時　7月8日（木）午前9時30分～11時30分
　対　　象　小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　受付日時　7月8日(木）午前10時15分～10時30分
　対　　象　平成22年1月15日～2月14日生まれの

お子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
健康相談（申し込み不要）
　日　　時　7月12日（月）午前10時～11時
　対　　象　健康に関する相談をしたい方

糖尿病健康相談（要申し込み）
　日　　時　7月12日（月）午前10時～11時
　対　　象　糖尿病について心配のある方

禁煙教室（要申し込み）
　日　　時　7月12日（月）午前10時～11時
　対　　象　たばこをやめたい方

こころの相談（要申し込み）
　日　　時　６月17日（木）
　　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします
　対　　象　いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいる、飲酒量が多くやめられないなど、
こころに悩みのある方。

　そ の 他　随時、電話での相談もお受けします。

※いずれも場所は保健センター

健康講座③ ウォーキング
～効果的な実施と習慣化をめざして～
　メタボリックシンドロームや生活習慣病（肥満・糖尿病・
高血圧症・脂質異常症・骨粗しょう症など）の予防・改善に
効果を上げる歩き方のポイントなどについて学びます。

日　　時　７月13日（火）・20日（火）午前９時45分～
11時30分　※原則２日間参加してください

場　　所　グリーンアリーナ剣道場
内　　容　ヘルスケアトレーナー（駒崎優さん）による

ウォーキング指導
対　　象　運動に関心のある方
定　　員　50人（先着順）
持 ち 物　運動しやすい服装、室内履き、飲み物、タオ

ル、健康手帳、筆記用具
申し込み　６月15日（火）から直接または電話で保健センター

期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

 6月20日（日） 行田中央総合病院  7月  4日（日） 行田中央総合病院

 6月27日（日） 壮幸会行田総合病院  7月11日（日） 壮幸会行田総合病院

健康講座④歯周病を予防するために
　歯周病を予防し、いつまでも自分の歯で何でもおいし
く食べられるように、口のケアについて学びましょう。

日　　時　７月23日（金）午後１時45分～３時45分
場　　所　保健センター
内　　容　・清水泰治さん（いちり山歯科医院医院長）

　による講話
　　　　　・歯科衛生士による歯の磨き方指導
対　　象　歯の健康に興味のある方
定　　員　30人（先着順）
持 ち 物　普段使っている歯ブラシ、タオル、コップ、
　　　　　健康手帳、筆記用具
申し込み　６月15日（火）から直接または電話で保健センター
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

日本脳炎予防接種（第１期）の
一部接種が始まります

　平成17年５月から、日本脳炎の予防接種は差し控えていま
したが、国より、ワクチンの安全性や供給実績などから「積
極的な勧奨を一部、再開する」との通知がありました。
　これにより、接種を開始します。

対　　象　平成19年４月１日～平成20年３月31日生まれの
　　　　　お子さん　
　　　　　※対象年齢（3歳）になる２週間前ごろに個人通知
　　　　　　します。
そ の 他　・対象者以外のお子さんで、日本脳炎の流行地域
　　　　　  （東南アジア諸国など）へ渡航するなどの理由に

より、接種を希望する場合は、保健センターまで
ご連絡ください。

　　　　　・第２期および接種の機会を逃したお子さんについ
ては、現在国で検討中です。詳細が決まり次第、
市報および市ホームページでお知らせします。

８０２０よい歯のコンクール
　歯は、食べることを通じて健康づくりに重要な
役割を果たすとともに、生活全般を楽しむために
とても大切なものです。
　長年にわたり健康な歯を維持している方を対象
に「８０２０よい歯のコンクール」を開催します。

日　　時　７月１日（木）午前９時～正午
場　　所　保健センター
対　　象　①４月１日現在で80歳以上の方
　　　　　②自分の歯が20本以上（治療済みの歯

　も含む）ある方で健康な方
　　　　　③今までに当コンクールで表彰されて

　いない方
主　　催　北埼玉郡市歯科医師会
協　　力　行田市
申し込み　６月25日（金）までに保健センター

はち まる にい まる

子ども手当の申請はお早めに
子ども手当の申請は9月30日までにお願いします。
9月30日を過ぎると、満額の支給が受けられなくなりますので、ご注意ください。

▶問い合わせ　子育て支援課子育て支援担当（内線262）

　子どもが生まれたときは、『認定請求書』（すでに子ども手当を受給している兄弟がいる場合は『額改定認定請求書』）
の提出が必要です。
　原則として請求のあった月の翌月分から手当が支給されます。

※この場合、申請猶予期間（9月30日まで）の対象ではありませんので、早めの申請をお願いします。

《子どもが生まれた方》

《3月31日現在、児童手当を受給されている方》

《3月31日現在、児童手当を受給されていない方》

※4月に中学生になった子ども（3月まで児童手当の対象だった子ども）についても手続きは不要です。

子ども手当
※9月30日までに『額改定認定請求書』を提出してください。

子ども手当

手続きは不要
▼

手続きは不要
▼▼

▼

小学生以下の子ども中学2・3年生の子ども

  中学生の子どもについて、
『額改定認定請求書』の
  提出が必要

▼

『認定請求書』の提出が必要 子ども手当
▼

▼ 子ども手当

『認定請求書』の提出が必要
▼

＊児童手当を所得オーバーで、
　　　　　　　　受給できなかった方

＊児童手当を請求していない方

小学生以下の子ども小学生以下の子ども

中学2・3年生の子ども
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【
事
例
】　　

　

買
い
物
に
行
っ
た
ら
店
が
閉
ま
っ
て
い
た
。

倒
産
し
た
ら
し
い
。
使
っ
て
い
な
い
商
品
券
を

持
っ
て
い
る
が
、
本
社
に
電
話
を
し
て
も
つ
な

が
ら
な
い
。
商
品
券
は
こ
の
ま
ま
紙
く
ず
に

な
っ
て
し
ま
う
の
か
。

【
問
題
点
】

　

商
品
券
は
、
贈
答
用
と
し
て
便
利
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
発
行
者
が
破
た
ん
す

る
と
利
用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

【
発
行
者
が
倒
産
し
た
と
き
の
消
費
者
救
済
手

続
き
】

　

商
品
券
の
発
行
者
が
破
産
ま
た
は
解
散
し
た

場
合
、
ほ
か
の
債
権
者
と
同
様
に
発
行
者
が
行

う
破
産
ま
た
は
清
算
手
続
き
に
基
づ
い
て
債
権

の
申
し
出
を
行
い
、
配
当
を
求
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

発
行
者
が
「
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
、
発
行
保
証
金
の
供
託
を
行
っ
て
い
る

商
品
券
（＊）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
発
行
保
証
金
に

つ
い
て
、
ほ
か
の
債
務
者
に
先
立
ち
弁
済
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
は
、
発
行
者

の
本
店
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務（
支
）局
ま
た

は
沖
縄
総
合
事
務
局
が
、
60
日
以
上
の
期
間
を

あ
ら
か
じ
め
官
報
に
公
示
し
、
商
品
券
の
所
有

者
か
ら
債
権
の
申
し
出
を
受
け
ま
す
。た
だ
し
、

発
行
者
が
保
証
金
を
供
託
し
て
い
な
い
場
合
な

ど
、
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
保
証
金
の
範
囲
内
で
払
い
戻
し

さ
れ
ま
す
の
で
、
商
品
券
の
額
面
全
額
は
還
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

＊
…
商
品
券
の
発
行
者
は
、
未
使
用
商
品
券
の

発
行
残
高
が
１
千
万
円
を
超
え
て
い
る
場
合

は
、
そ
の
２
分
の
１
以
上
の
金
額
を
保
証
金
と

し
て
供
託
す
る
こ
と
が
、「
資
金
決
済
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

○
こ
の
事
例
の
よ
う
に
、
ま
れ
に
発
行
者
が
倒

産
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
リ

ス
ク
に
備
え
て
商
品
券
を
早
め
に
使
用
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
特
に
発
行
日
か
ら

６
カ
月
以
内
に
限
り
使
用
で
き
る
期
限
付
商

品
券
は
、「
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
」
が

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
早
め
に
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

商
品
券
に
は
、
有
効
期
限
６
カ
月
以
内
の

も
の
の
ほ
か
、
割
賦
販
売
法
や
旅
行
業
法
の

規
制
を
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、「
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
」
の
適
用

除
外
と
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
発
行
者
が
倒
産
し
て
も
商
品
券
が
直
ち
に
紙

く
ず
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
還
付

の
申
し
出
に
は
商
品
券
そ
の
も
の
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

○
申
し
出
受
付
期
間
内
に
還
付
の
申
し
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
し
出
受
付
期
間
を
過

ぎ
る
と
、
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

困
っ
た
と
き
や
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
れ

ば
、
お
近
く
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

　

☎
０
４
８―

７
３
４―

０
９
９
９
ま
た
は

　

生
活
課
市
民
生
活
担
当　
（
内
線
２
５
２
）

ス
ー
パ
ー
が
倒
産　

商
品
券
は
紙
く
ず
な
の
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幼稚園が行う子育て支援事業
　市内の私立幼稚園では、幼稚園の施設や幼児教
育機能を広く地域に開放し、地域に幼児教育セン
ターとしての役割を果たすよう、次の子育て支援
事業を実施しています。

▶事業名　未就園児の保育事業
　　　　　園舎・園庭の開放事業など
　　　　　※詳細は各幼稚園へ問い合わせください
▶申し込み・問い合わせ

　戦時中の生活について学んだり自然を観察したりし
て、平和について考えてみませんか。

▶日　　時　７月24日（土）午前８時～午後４時（予定）
▶集合場所　午前７時50分に市民体育館跡地駐車場　
　　　　　　※貸し切りバスにて出発します
▶見学場所　埼玉県平和資料館（東松山市）、（財）原爆

の図丸木美術館（東松山市）、埼玉県自然
学習センター（北本市）　

▶対　　象　市内在住の小・中学生とその保護者　
▶定　　員　50人（先着順）　
▶参 加 費　無料　
▶持 ち 物　昼食、雨具、筆記用具、虫よけスプレー
▶申し込み・問い合わせ　７月９日（金）までに生活課

（内線251）

夏休み！親子で平和と自然を
考えるツアー

園　　名 電話番号

老本幼稚園 ５５３－２７７１

行田幼稚園 ５５４－５１６９

富士見ケ丘幼稚園 ５５６－７４９４

ホザナ幼稚園 ５５５－２３０１

まつたけ幼稚園 ５５４－７３４８

南河原幼稚園 ５５７－０２３４

やごう幼稚園 ５５４－５７５２

やなぎ幼稚園 ５５９－１００１



■2010.6.1  ■行田市役所／TEL556-1111

相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館
2階会議室

  6月22日㈫　※次回7月27日㈫の予約は 
  7月1日㈭から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 産業文化会館2階会議室   6月21日㈪、7月5日㈪　　　　　   午後1時30分〜3時30分

結婚 VIVAぎょうだ   6月20日㈰、7月2日㈮　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  6月17日㈭・18日㈮・21日㈪・24日㈭ 
 ・25日㈮・28日㈪、7月1日㈭・2日㈮・
  5日㈪・8日㈭・9日㈮・12日㈪・15日㈭

  午前9時30分〜午後3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

  6月17日㈭・24日㈭、7月1日㈭・9日㈮
 ・15日㈭  ※電話相談は6月19日㈯  
  対象：市内在住の方

  午後1時〜4時
（電話相談は午後1時〜2時30分）

VIVAぎょうだ
☎556ー9301

内職 市役所   6月15日㈫・18日㈮・22日㈫・25日㈮・
  29日㈫、7月2日㈮・6日㈫・9日㈮・13日㈫   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 埼玉公民館   7月14日㈬　   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内）   6月15日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   7月4日㈰   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   6月15日㈫・22日㈫・29日㈫
  7月6日㈫・13日㈫   午後5時15分〜7時

談相種各 （6月15日〜7月15日）

15

開館時間
午前9時30分～午後7時

市立図書館
佐間3ー24ー7
（「みらい」内）
TEL 556-4227  
FAX 555-3770

休館日
6月1日㈫・7日㈪・14日㈪・21日㈪・28日㈪
・30日㈬、7月5日㈪・12日㈪
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

▶日　　時　6月19日(土) 午後２時
▶題　　名　ジャングル大帝  旅立ち（24分）・友達（24

分）

▶日　　時　７月17日(土) 午後２時 
▶題　　名　猫の事務所（22分）、セロひきのゴーシュ（20
　　　　　　分）

▶場　　所　映像ホール
▶定　　員　各80人（先着順）
▶入 場 料　無料　

　４カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布します
▶日　　時　６月15日（火）、７月２日（金）・13日（火）
　　　　　　午後１時受付開始
▶持 ち 物　母子健康手帳

7
月
9
日
（金）

太
田
東
小

6
月
16
日
（水）

荒
木
小

6
月
17
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

6
月
18
日
（金）

南
河
原
小

6
月
22
日
（火）

須
加
小

6
月
23
日
（水）

北
小

6
月
25
日
（金）

埼
玉
小

7
月
2
日
（金）

太
田
西
小

7
月
6
日
（火）

北
河
原
小

7
月
8
日
（木）

泉
小

7
月
7
日
（水）

星
宮
小

7
月
13
日
（火）

7
月
14
日
（水）

7
月
15
日
（木）

※変更となる場合があります

・感動中国！（谷崎光）
・経済予測脳で人生が変わる！(中原圭介)
・願いがかなう！「夢ノート」のすすめ（中山庸子）
・ヤマダさんの庭（岡田淳）

▶日　　時　6月16日(水)午前10時30分〜11時
▶対　　象　2、3歳児と保護者
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
　
▶日　　時　6月26日(土)午前11時　
▶対　　象　幼児
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶主　　催　おはなしタンバリン
　
▶日　　時　7月3日(土)午後2時　
▶対　　象　幼児・小学生
▶内　　容　絵本など
▶主　　催　おはなしの会

▶日　　時　7月10日(土)午後2時　
▶対　　象　幼児・小学生
▶内　　容　絵本など
▶主　　催　おはなしポケット

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

▶日　　時　7月9日(金)午前10時30分
▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶主　　催　おしゃべりインコの会

主な新着図書 定例子ども映画会

おはなし会

移動図書館巡回日程

読み語りの会

ブックスタート
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　５月16日、古代蓮の里ホタルの川でホタルの幼虫の放流
が行われました。
　これは、古代蓮の里ホタルの会会員が育てたホタルの幼
虫を放流し、古代蓮の里をホタルが定着し繁殖できる公園
にしようと、平成17年から毎年行っているものです。当日は、
市内の幼稚園や保育園に通う子供たちやその保護者らが「元
気に育って」と声をかけたりしながら、約10,000匹もの幼
虫を放流しました。
　なお、６月18日から20日まで同会主催によるホタル観
賞会が行われます。（関連記事６ページ）

「元気に育って」とホタルの幼虫を放流

　江戸時代から大正時代にかけて盛んだった行田の藍
染めの伝統を気軽に楽しむことができる体験型観光ス
ポット「牧禎舎」が、５月９日にオープンしました。
　オープン･セレモニーとして行なわれた工藤市長らに
よる藍染体験始めに続き、一般の来館者も「藍の華」
といわれる泡が立つ藍甕

がめ

の中に手を突っ込み、藍染め
を体験。二つと同じものは作れない、世界でたった一
つの作品に体験者は皆、満足そうでした。

　４月30日、長野地区の畑で東小学校３年生に
よるレンゲまつりが行われました。
　同校３年生の児童81人が、柿沼重兵衛さん（同
地区在住）の所有する畑に咲くレンゲを使って、
腕輪や花かんむりなどを作ったり、友達同士で追
いかけっこをしたりと大はしゃぎ。晴れ渡った青
空の下、レンゲの花に負けないほど、子供たちの
笑顔も無数に咲いていました。

藍染体験工房「牧禎舎」オープン

レンゲ畑で大はしゃぎ

　５月４日、第25回さきたま火祭りがさきたま古
墳公園で開催されました。
　日が落ちるころ、たいまつ行列に導かれてニニギ
の命とコノハナサクヤ姫が登場。産屋に火が放たれ
ると、火柱が天高く立ち上って辺りはオレンジ色一
色に染まり、炎の熱さとともに観客の熱気が会場を
包み込みました。

会場を包んだ炎の熱さと
祭りの熱気
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　５月６日、行田市と鴻巣市を結ぶ工業団地通線の完
成を祝して開通式が行われました。
　式には工藤市長や原口鴻巣市長らが出席し、道路の
完成を祝い、テープカットを行いました。この道路が
完成したことで、周辺道路の交通渋滞の緩和や富士見
工業団地および長野工業団地への物流輸送の強化に加
え、鴻巣市へのスムーズな往来が実現されたことによ
り、地域間交流がさらに深まることが期待されます。

行田市と鴻巣市の架け橋に

古き良き時代を満喫

　５月12日、東京農業大学第三中学校２年生の皆さん
が稲作体験を行うため、行田市を訪れました。
　市内で農業を営む新井健一さんらによる苗の植え方
についての説明を受けた後、　半袖、短パン、田植え足
袋姿で田植えに臨んだ１５５人の生徒たち。足元の不
安定さと水の冷たさに悲鳴や歓声を上げながら、一本
一本丁寧に愛情込めて苗を植え、泥んこになりながら
も、米作りの重要性を肌で感じていました。

米作りの重要性を体感

　５月15日、16日の２日間、ＮＰＯ法人ぎょうだ
足袋蔵ネットワークと行田商工会議所の共催による
「ぎょうだ蔵めぐりまちあるき」が開催されました。
　ボンネットバスや人力車も登場したこの催し。足
袋蔵マップを片手に持った参加者は、スタンプラ
リーや各蔵で行われた藍染体験や足袋の製造実演な
どのイベントを満喫し、古き良き時代を再認識して
いました。

　４月22日、「みらい」で福祉のまちづくり講演会が
開催されました。この催しでは、地域住民による支えあ
いについての講演が文化ホールで行われた午前中に続
き、午後からは中央公民館第１学習室で、ささえあいマッ
プの作成演習が行われました。
　ささえあいマップの作成には、民生委員をはじめ公募
市民など60人を越える方が参加しました。このマップ
は、地域にどんな要援護者や協力者がいるのかや、その
地域が抱える問題などの情報を共有するためのもので、
マップづくりのノウハウを約３時間かけて学びました。

マップ作成で福祉のまちづくり
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行
田
で
ホ
タ
ル
が
舞
う
姿
を
、
た
く
さ
ん
の
人
に

見
て
も
う
ら
お
う
と
活
動
し
て
い
る
古
代
蓮
の
里
ホ

タ
ル
の
会
。
こ
の
会
の
会
長
を
務
め
る
の
が
徳
重
総

章
さ
ん
で
す
。

　

徳
重
さ
ん
は
皆
野
町
で
生
ま
れ
、
自
宅
近
く
に
は

沢
が
流
れ
る
な
ど
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
場
所
で

育
ち
ま
し
た
。「
子
ど
も
の
こ
ろ
、
夏
に
な
る
と
ホ

タ
ル
を
追
い
か
け
回
し
、
夜
に
は
家
の
中
に
ま
で
飛

ん
で
来
た
も
の
で
す
」
と
話
す
よ
う
に
、
徳
重
さ
ん

に
と
っ
て
ホ
タ
ル
は
身
近
に
い
る
ご
く
当
た
り
前
の

存
在
で
し
た
。
大
学
進
学
で
故
郷
を
離
れ
、
教
員
と

な
っ
て
昭
和
37
年
に
転
勤
で
行
田
へ
越
し
て
き
た
徳

重
さ
ん
は
、
退
職
後
の
平
成
15
年
４
月
、
さ
い
た
ま

市
で
活
動
し
て
い
る
見
沼
ホ
タ
ル
保
存
会
の
新
聞
記

事
を
目
に
し
ま
し
た
。「
さ
い
た
ま
市
で
ホ
タ
ル
が

見
ら
れ
る
な
ら
、
行
田
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

の
で
は
」
故
郷
で
見
て
い
た
ホ
タ
ル
の
飛
び
交
う
光

景
が
よ
み
が
え
り
、
刺
激
を
受
け
た
そ
う
で
す
。

　

早
速
、
繁
殖
場
所
の
選
定
や
図
書
館
で
の
資
料
探

し
に
取
り
掛
か
り
、
見
沼
ホ
タ
ル
の
会
や
同
様
の
活

動
を
し
て
い
る
団
体
を
視
察
し
た
り
、
10
年
以
上
ホ

タ
ル
の
研
究
を
し
て
い
る
小
学
校
へ
赴
き
勉
強
の
た

め
に
と
３
０
０
匹
も
の
幼
虫
を
分
け
て
も
ら
っ
た
り

と
、
多
く
の
人
や
団
体
な
ど
と
交
友
関
係
を
築
き
な

が
ら
ホ
タ
ル
に
つ
い
て
の
知
識
を
広
げ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
平
成
16
年
９
月
に
古
代
蓮
の
里
ホ
タ
ル
の
会

を
発
足
さ
せ
、
ホ
タ
ル
が
定
着
し
繁
殖
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
向
け
、
大
き
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

徳
重
さ
ん
。「
ホ
タ
ル
の
特
徴
や
飼
育
の
仕
方
、
毎

月
開
催
し
て
い
る
会
合
で
会
員
に
伝
え
る
情
報
な
ど
、

日
記
を
書
く
よ
う
に
書
き
留
め
て
い
る
ん
で
す
」
こ

れ
ま
で
に
調
べ
た
ホ
タ
ル
に
関
す
る
情
報
が
び
っ
し

り
と
書
か
れ
た
何
冊
も
の
ノ
ー
ト
に
は
、
ホ
タ
ル
に

思
い
焦
が
れ
る
徳
重
さ
ん
の
気
持
ち
が
こ
も
っ
て
い

ま
す
。

　

５
千
～
７
千
匹
の
幼
虫
を
飼
育
し
て
も
成
虫
に
な

る
の
は
２
割
に
も
満
た
ず
、
現
代
の
自
然
環
境
の
中

で
ホ
タ
ル
を
繁
殖
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
と
の
こ
と
。

だ
か
ら
こ
そ
「
夏
の
夜
に
幻
想
的
な
光
を
放
つ
ホ
タ

ル
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
は
、
わ
が
子
の

成
長
を
見
る
よ
う
な
う
れ
し
さ
が
あ
り
ま
す
」
と
話

す
徳
重
さ
ん
は
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
自
然
へ
の

興
味
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
ホ
タ
ル
が
舞
う
姿

で
感
動
を
与
え
よ
う
と
意
気
込
み
を
新
た
に
し
、
６

月
18
日
か
ら
３
日
間
行
わ
れ
る
ホ
タ
ル
観
賞
会
で
も

案
内
役
と
し
て
、
闇
夜
を
乱
舞
す
る
ホ
タ
ル
の
魅
力

を
存
分
に
語
り
ま
す
。

	

矢
場	

安
田　

幸
江

懐ふ
と
こ
ろへ
春
風
入
れ
て
ペ
タ
ル
踏
む

	

緑
町	

鈴
木
喜
久
女

燕
飛
ぶ
水
の
勢き
お

い
も
野
川
か
な

	

持
田	

長
田　

義
子

幾
千
里
ま
だ
来
ぬ
燕
こ
の
古
巣

	

荒
木	

島
田　

香
子

雪
柳
黄た
そ
が
れ昏
時
の
風
に
浮
き

	

須
加	

原　

ち
か
子

大
空
へ
競
っ
て
背
伸
び
土
筆
か
な

	

須
加	

長
島
八
重
子

朗
報
を
祈
り
て
仰
ぐ
春
の
月

	

門
井
町	

小
暮　

愛
子

ほ
ど
ほ
ど
に
芥
子
き
か
せ
て
菜
花
和あ

え

	

門
井
町	

宮
田　

淑と
し
な
お尚

ク
レ
ー
ン
が
空
か
き
ま
わ
し
山
わ
ら
う

	

荒
木	

島
田　

鈴
代

ふ
き
の
と
う
我
が
人
生
の
味
に
似
し

	

佐
間	

須
永　

節
子

芽
吹
き
時
嬉
し
き
事
も
憂う

き
事
も

俳 

句

行田人行田人

いききき
いきき
いき
いき

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
５
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書	

　

で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

	

白
川
戸	

西
田　

豊
子

此
の
店
は
今
年
百
年
新
茶
買
う

	

荒
木	

藤
田　

栄
之

利
根
越
え
る
蝶
も
あ
り
け
り
渡
し
守

	

城
西	

榊
原
し
ず
か

寄
り
掛
か
る
だ
け
の
鉄
棒
花
吹
雪

	

前
谷	

石
井
マ
サ
子

ふ
た
た
び
の
い
の
ち
賜
り
さ
く
ら
咲
く

	

犬
塚	

細
井
喜
美
江

鯉
の
ぼ
り
宇
宙
に
飛
べ
る
時
代
か
な

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

『 お花見 』（手芸）
岡本　昭江（谷郷）

私
の
作
品

私
の
作
品

幻
想
的
な
ホ
タ
ル
の
光
で

多
く
の
人
に
感
動
を

徳
重　

総ふ
さ
あ
き章 

さ
ん
（
73
歳･

天
満
）



永
田　

青あ
お
と澄

ち
ゃ
ん（
富
士
見
町
）

父
・
充
男
さ
ん　

母
・
祐
子
さ
ん

平
成
21
年
６
月
３
日
生
ま
れ

「
愛
乃
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
♡
」

千
代
田　

歩あ
ゆ
むち

ゃ
ん（
城
南
）

父
・
仁
さ
ん　

母
・
翼
さ
ん

平
成
21
年
６
月
23
日
生
ま
れ

「
み
ん
な
の
宝
物
だ
よ
。」
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リ
ハ
ビ
リ
を

目
的
に
開
発
さ

れ
た
ピ
ラ
テ
ィ

ス
は
、
ヨ
ガ
や

太
極
拳
の
要
素

を
取
り
入
れ
、

体
に
負
担
を
か

け
ず
に
、
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ

さ
せ
る
効
果
が

あ
る
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
で
す
。
腹

式
呼
吸
で
行
う

ヨ
ガ
や
太
極
拳

に
対
し
、
ピ

ラ
テ
ィ
ス
は
胸
式
呼
吸
で
骨
盤
を
常
に
安
定
さ

せ
な
が
ら
運
動
を
行
う
こ
と
を
特
徴
と
し
ま
す
。

今
回
は
星
河
公
民
館
で
そ
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に

い
き
い
き
と
励
ん
で
い
る
ピ
ラ
テ
ィ
ス
サ
ー
ク

ル
を
紹
介
し
ま
す
。

　

同
サ
ー
ク
ル
は
平
成
22
年
４
月
に
結
成
さ
れ

た
ば
か
り
。
平
成
21
年
に
同
公
民
館
で
行
わ
れ

た
ピ
ラ
テ
ィ
ス
講
座
を
受
講
し
た
メ
ン
バ
ー
が
、

そ
の
効
果
を
実
感
。
ピ
ラ
テ
ィ
ス
に
魅
了
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
毎

月
第
１
～
３
水
曜
日
の
午
前
11
時
か
ら
女
性
24

人
が
約
１
時
間
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

毎
回
レ
ッ
ス
ン
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
皆
さ

ん
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
を
し
て
レ
ッ
ス
ン
の
開
始
を
待
ち
ま
す
が
、

手
島
香
代
子
先
生
の
指
導
が
始
ま
る
と
、
真
剣

な
表
情
に
変
わ
り
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
特
有
の
呼
吸

法
を
行
い
な
が
ら
、
ゴ
ム
バ
ン
ド
を
使
っ
て
筋

肉
や
関
節
に
負
荷
を
か
け
て
い
き
ま
す
。
一
見

つ
ら
そ
う
な
運
動
で
す
が
、
健
康
や
美
に
情
熱

を
注
ぐ
皆
さ
ん
の
表
情
は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て

い
ま
す
。

　
「
無
理
を
せ
ず
、
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
す
る
」

と
の
先
生
の
指
導
方
針
を
意
識
し
な
が
ら
、
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
に
取
り
組
む
こ
と
で
「
肩
こ
り
や

腰
痛
が
無
く
な
り
、
食
欲
も
回
復
し
た
」「
ス

ト
レ
ス
が
解
消
さ
れ
て
う
れ
し
い
」
と
皆
さ
ん

は
ピ
ラ
テ
ィ
ス
か
ら
得
ら
れ
る
効
果
を
満
足
感

い
っ
ぱ
い
の
表
情
を
浮
か
べ
て
語
り
ま
す
。
内

蔵
機
能
や
身
体
機
能
を
回
復
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
て
く
れ
る
ピ
ラ

テ
ィ
ス
は
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
美
ぼ
う
を

保
ち
続
け
る
皆
さ
ん
の
生
活
の
一
部
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

松
田
宅
☎
５
５
３―

６
２
８
５

野
口　

陽ひ

な菜
ち
ゃ
ん（
小
針
）

父
・
智
章
さ
ん　

母
・
典
子
さ
ん

平
成
21
年
６
月
26
日
生
ま
れ

「
元
気
で
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
。」

堂
下　

蓮れ
ん
か華

ち
ゃ
ん（
城
西
）

父
・
一
也
さ
ん　

母
・
智
里
さ
ん

平
成
21
年
６
月
５
日
生
ま
れ

「
脚
力
抜
群
！
泣
き
声
大
量
！
」

新
井 

麻ま

り

あ
梨
愛
ち
ゃ
ん（
長
野
）

父
・
仁
さ
ん　

母
・
絵
梨
加
さ
ん

平
成
21
年
６
月
13
日
生
ま
れ

「
優
し
い
子
に
な
っ
て
ね
！
」

ピラティスサークル
～心も体も美しく～

さわやか
サークル
さわやか
サークル

○6月30日(水)までに電話またはＥメー
ルで広報広聴課広報広聴
担当(内線318) ※応募
要領は市ホームページを
ご覧ください。

○応募者多数の場合は、7月6日(火)午
後1時30分から市役所203会議室で公
開抽選を行います。

平成21年8月生まれの
お子さんを募集します



催し・募集
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広告

浮
き
城
だ
ん
べ
踊
り
参
加
連

▼
開
催
日　

７
月
25
日
㈰　

▼
参
加

費　

一
人
１
０
０
円　

▼
特
典　

踊

り
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
連
に
賞
金
（
総

額
10
万
円
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▼
開
催
日　

７
月
24
日
㈯　

▼
参
加

費　

５
０
０
円　

▼
募
集
出
店
数 

50
店

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

▼
開
催
日　

７
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰ 

▼
場
所　

祭
り
会
場
中
央
ス
テ
ー
ジ 

▼
内
容　

バ
ン
ド
ラ
イ
ブ
、
踊
り
、

太
鼓
な
ど

お
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
期
日　

７
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰ 

▼
内
容　
「
行
田
浮
き
城
ま
つ
り
」
の

手
伝
い
。
※
い
ず
れ
か
１
日
で
も
可

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
浮
き
城
ま

つ
り
実
行
委
員
会
高
橋
☎
０
９
０

―

３
３
１
８―

４
２
９
５

▼
日
時　

７
月
11
日
～
８
月
22
日
の

毎
週
日
曜
日
午
前
７
時
～
９
時
（
全

７
回
） 

▼
場
所　

総
合
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト　

▼
対
象　

初
心
者
、
初
級

者
、
中
級
者　

▼
定
員　

60
人
（
先

着
順
） 

▼
参
加
費　

３
千
円
（
保
険

料
含
む
） 

▼
講
師　

日
本
体
育
協
会

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員　

▼
そ
の
他 

貸
与
ラ
ケ
ッ
ト
多
少
有
り
、
シ
ュ
ー

ズ
は
個
人
で
用
意　

▼
主
催　

行
田

市
テ
ニ
ス
協
会　

▼
申
し
込
み　

６

月
19
日
㈯
・
26
日
㈯
午
後
１
時
～
３

時
に
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
２
階
会
議

室　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
会
普
及
委

員
遠
藤
☎
０
９
０―

７
８
１
４―

８
３
２
７

▼
日
時　

７
月
25
日
ま
で
の
毎
週
日

曜
日　

午
前
９
時
～
11
時　

▼
場
所 

富
士
見
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

▼
対

象　

初
心
者
お
よ
び
競
技
指
向
の
方 

▼
参
加
費　

５
０
０
円
※
参
加
当
日

徴
収　

▼
そ
の
他　

ラ
ケ
ッ
ト
は
貸

し
出
し
可
能
、
シ
ュ
ー
ズ
は
個
人
で

用
意　

▼
主
催　

行
田
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟　

▼
申
し
込
み　

参
加
当

日
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
て　

▼
問
い
合

わ
せ　

同
連
盟
理
事
長
大
西
☎

０
８
０―

５
４
９
２―

２
２
３
９
、

Ｅ
メ
ー
ルm

ariah_carey@
yahoo.co.jp

▼
日
時　

７
月
17
日
㈯
午
後
６
時
開

演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」文
化
ホ
ー

ル　

▼
入
場
無
料　

▼
主
催　

行
田

混
声
合
唱
団
と
も
し
び　

▼
後
援 

行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
合
唱

連
盟　

▼
そ
の
他　

ゲ
ス
ト
に
よ

る
薩
摩
琵
琶
の
演
奏
あ
り　

▼
問

い
合
わ
せ　

幸
谷
宅
☎
５
５
４―

０
８
３
３

▼
日
時　

６
月
27
日
㈰
午
前
10
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

忍
・
行
田
公
民

館
ホ
ー
ル　

▼
入
場
無
料　

▼
主
催 

聖
岳
会
（
尺
八
楽
会
） 

▼
後
援　

行

田
市
教
育
委
員
会　

▼
問
い
合
わ
せ 

関
口
宅
☎
５
４
３―

２
９
２
０

▼
日
時　

６
月
12
日
㈯
～
14
日
㈪
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で
） 

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
ギ
ャ
ラ

リ
ー　

▼
入
場
無
料　

▼
問
い
合
わ

せ　

同
ク
ラ
ブ
江
森
宅
☎
５
５
９―

１
８
９
５

▼
日
時　

６
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
４
時　

▼
場
所　

長

野
公
民
館
ホ
ー
ル　

▼
内
容　

富
士

山
な
ど
の
自
由
作
品
の
展
示　

▼
入

場
無
料　

▼
主
催　

な
が
の
写
遊
会 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
館
☎
５
５
３―

１
４
１
４

▼
日
時　

６
月
18
日
㈮
～
20
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で
） 

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
ギ
ャ
ラ

リ
ー　

▼
入
場
無
料　

▼
主
催　

行

田
光
友
写
真
会　

▼
問
い
合
わ
せ 

大
澤
宅
☎
５
５
７―

２
４
５
２

▼
日
時　

７
月
11
日
㈰
午
前
10
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分　

▼
場
所　

熊

谷
文
化
創
造
館
さ
く
ら
め
い
と
（
熊

谷
市
拾
六
間
１
１
１―

１
） 

▼
内
容 

【
第
１
部
】体
験
談
と
質
疑【
第
２
部
】

自
律
訓
練
法
と
話
し
合
い　

▼
対
象 

不
登
校
、
引
き
こ
も
り
、
非
行
、
摂

食
障
害
、
ニ
ー
ト
な
ど
の
子
ど
も
の

心
の
問
題
で
悩
む
親　

▼
費
用
無
料 

▼
主
催　

Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ｙ
倶
楽
部　

▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

同
倶
楽
部

☎
０
３―

３
９
４
２―

５
０
０
６

（
火
～
土
曜
日
の
午
前
10
時
30
分
～

午
後
３
時
）

第
17
回
市
民
祭
・
行
田
浮
き
城

ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

 

早
朝
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

 

関
口
聖
岳
尺
八
ふ
れ
あ
い

モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

 

行
田
俳
画
ク
ラ
ブ

定
期
俳
画
展

 

写
真
展

 

第
90
回
光
友
会
写
真
展

全
国
親
の
会　

熊
谷
大
会

＊広告掲載の問い合わせは、三共印刷株式会社へ　☎５５６ー６２０１

 
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

行
田
混
声
合
唱
団
と
も
し
び

第
38
回
定
期
演
奏
会



う
。 

▼
対
象　

市
内
在
住
で
60
歳

以
上
の
方
（
医
師
な
ど
か
ら
運
動
を

禁
止
さ
れ
て
い
る
方
を
除
く
） 

▼
定

員　

15
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
無
料 

▼
持
ち
物　

水
着
、
水
泳
帽
、
タ
オ

ル　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

６
月
15
日
㈫
午
前
９
時
か
ら
直
接
ま

た
は
電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

６
月
16
日
㈬
～
20
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
20
日
は

午
後
３
時
ま
で
） 

▼
場
所　

郷
土
博

物
館
企
画
展
示
室　

▼
内
容　

障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
こ
こ
ろ
」

な
ど
に
所
属
し
て
い
る
方
の
絵
画
展

示　

▼
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ
Ｌ

ひ
こ
う
せ
ん　

▼
問
い
合
わ
せ 

同
法
人
☎
５
５
５―

１
１
０
０

▼
日
時　

６
月
20
日
㈰
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　

持
田
公
民
館
ホ
ー
ル 

▼
内
容　

幼
な
じ
み
４
人
の
成
長
物

語　

▼
対
象　

３
歳
以
上
の
方　

▼

入
場
料　
【
前
売
り
】
１
千
２
０
０

円
【
当
日
】
シ
ン
グ
ル
１
千
５
０
０

円
、
ペ
ア
２
千
５
０
０
円　

▼
主
催 

行
田
お
や
こ
劇
場　

▼
問
い
合
わ

▼
日
時　

７
月
４
日
㈰
午
前
10
時
開

演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
内
容　

行
田
市
文
化
団
体
連

合
会
に
所
属
す
る
ス
テ
ー
ジ
部
門
の

12
団
体
に
よ
る
発
表　

▼
入
場
無
料 

▼
問
い
合
わ
せ　

と
き
め
き
レ
イ
ン

ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

事
務
局
☎
５
５
６―

６
３
７
１

▼
日
時　

６
月
24
日
～
11
月
18
日
の

毎
週
木
曜
日(

８
月
12
日
、
９
月
23

日
を
除
く)

午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分
（
全
20
回
） 

▼
場
所　

中
央
公

民
館
（「
み
ら
い
」
内
） 

▼
対
象 

初
め
て
手
話
を
学
ぶ
方　

▼
定
員 

25
人(

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選) 

▼
費
用　

１
千
２
０
０
円(

テ

キ
ス
ト
代) 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

６
月
８
日
㈫
か
ら
電
話
で
行

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

７
月
３
日
～
17
日
の
毎
週

土
曜
日 
午
後
３
時
～
４
時
（
全
３

回
） 

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や

す
ら
ぎ
の
里
」
機
能
回
復
訓
練
プ
ー

ル　

▼
内
容　

プ
ー
ル
の
中
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
を
し
て
、
心

身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ

せ　

同
劇
場
事
務
局
☎
０
９
０―

３
８
１
６―

５
３
７
４

【
一
般
曹
候
補
生
】

▼
受
付　

８
月
１
日
㈰
～
９
月
10
日

㈮　

▼
対
象　

日
本
国
籍
を
有
し
、

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方　

▼
試
験 

９
月
18
日
㈯

【
自
衛
官
候
補
生
】

▼
受
付　

8
月
１
日
㈰
～
９
月
10
日

㈮　

▼
対
象　

日
本
国
籍
を
有
し
、

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
女
性
の
方 

▼
試
験　

９
月
26
日
㈰
～
29
日
㈬
の

う
ち
１
日

【
航
空
学
生
】

▼
受
付　

８
月
１
日
㈰
～
９
月
10
日

㈮　

▼
対
象　

日
本
国
籍
を
有
し
、

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方
で
、
高
等

学
校
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
卒
業
見

込
み
の
方　

▼
試
験　

９
月
23
日
㈭

▼
そ
の
他　

説
明
会
を
６
月
20
日
㈰

に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
個
別
説
明
も

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
問
い
合

わ
せ
・
資
料
請
求　

自
衛
隊
埼
玉
地

方
協
力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所

（
〒
３
６
０―

０
０
３
７　

熊
谷
市

筑
波
３―

90―

１
国
際
ビ
ル
２
階
）

☎
５
２
２―

４
８
５
５

広告
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手
話
講
習
会（
入
門
課
程
）

高
齢
者

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

こ
こ
ろ
ア
ー
ト
展

 

限
り
な
い
挑
戦　

６
月
の
ひ
か
り

 

自
衛
官
募
集

舞
台
劇
「
だ
い
っ
き
ら
い
」

第
13
回
と
き
め
き
レ
イ
ン
ボ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

健康フォーラム2010

▶日　　時　７月19日（月）午後２時開演
▶場　　所　産業文化会館ホール
▶講　　演　大丈夫だよ、がんばろう！
▶講　　師　山田邦子さん
▶入 場 料　無料
▶主　　催　行田市医師会
▶後　　援　行田市
▶そ の 他　午後１時

30分からＡＥＤや
乳がん健診セットを
使用した体験ゾーン
を行います。

▶問い合わせ　同会☎
５５６―８０４０



催し・募集

教
室
、
竹
細
工
、
鳥
の
巣
箱
作
り
、

食
べ
物
販
売
な
ど　

▼
後
援　

国
土

交
通
省
、
埼
玉
県
、
行
田
市
ほ
か　

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
土
建
行
田
羽

生
支
部
☎
５
５
３―

２
３
２
１

▼
日
時　

６
月
20
日
㈰
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
曲
名　

ア
ル
ヴ
ァ
マ
ー

序
曲
、
神
々
の
運
命
、
ア
ラ
ジ
ン
、

嵐
メ
ド
レ
ー
、
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
メ

ド
レ
ー
ほ
か　

▼
入
場
無
料
（
全
席

自
由
） 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
校
吹
奏

楽
部
顧
問
門
倉
☎
５
５
６―

６
２
９
１

▼
日
時　

第
１
・
３
火
曜
日
午
後
６

時
30
分
～
８
時
30
分
、
第
２
・
４
土

曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

み
ず
し
ろ　

▼
対
象　

外
国
人
の
方 

▼
内
容　

日
本
語
指
導
、
日
本
文
化

の
紹
介
な
ど　

▼
参
加
無
料　

▼
そ

の
他　

指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集

中
（
年
会
費
１
千
円
） 

▼
問
い
合
わ

せ　

三
友
宅
☎
５
５
４―

９
０
０
８

▼
日
時　

７
月
14
日
㈬
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　

生
活
課
相
談
室 

▼
相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
示
談

書
、
交
通
事
故
、
農
地
転
用
、
許
認

可
関
係
ほ
か
日
常
生
活
の
困
り
事 

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
行
政
書
士

会
埼
北
支
部
（
行
田
地
区
担
当
）
北

川
☎
５
５
３―

０
２
６
８

▼
日
時　

７
月
７
日
㈬
午
前
９
時
～

正
午　

▼
場
所　

生
活
課
相
談
室 

▼
相
談
内
容　

不
動
産
に
関
し
て
わ

か
ら
な
い
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど 

▼
問
い
合
わ
せ　

㈳
埼
玉
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
北
埼
支
部
☎
５
６
２

―

５
９
０
０

▼
日
時　

６
月
13
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
３
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
の
里 

▼
内
容　

住
宅
耐
震
相
談
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
相
談
、
な
ん
で
も
住
宅
相

談
、
防
犯
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
配
布
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
網
戸
の
張
り

替
え
、
ま
な
板
・
包
丁
削
り
、
木
工

22
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行
政
書
士
無
料
相
談
会

 

不
動
産
無
料
相
談

第
33
回
ふ
れ
あ
い
住
宅
デ
ー

県
立
進
修
館
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

第
12
回
定
期
演
奏
会

 

行
田
に
ほ
ん
ご
教
室

《住民基本台帳人口》
人口86,204人　　男42,963人　　女43,241人　　世帯数32,488世帯
4月中の異動　出生49人　転入等248人　死亡74人　転出等354人

行田市の人口と世帯
（平成22年 5月１日現在）

会
館
ホ
ー
ル　

▼
出
演　

三
遊
亭

圓
楽
・
桂
米
助
・
柳
家
花
緑
・
三

遊
亭
愛
楽
・
三
遊
亭
楽
京　

▼
入

場
料　

全
席
指
定
３
千
円　

▼
前

売
り
開
始
・
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い 

７
月
10
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
産
業

文
化
会
館
ほ
か
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
発
売
（
電
話
受
け
付
け
は
翌
日

午
前
10
時
か
ら
）

▼
日
時　

７
月
８
日
㈭
・
15
日
㈭

午
後
７
時
～
９
時　

▼
場
所　

産

業
文
化
会
館
地
下
創
作
室　

▼
内

容　

浴
衣
の
着
付
け
、
半
幅
帯
の

結
び
方　

▼
対
象　

女
性　

▼
定

員　

20
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費 

１
千
円
（
保
険
料
含
む
） 

▼
申
し

込
み　

６
月
19
日
㈯
午
前
10
時
か

ら
同
館
（
電
話
受
け
付
け
は
翌
日

午
前
10
時
か
ら
）

▼
変
更
す
る
期
間　

６
月
19
日
㈯

～
８
月
８
日
㈰
※
期
間
中
の
休
館

日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
▼
開
館
時
間 

午
前
７
時
～
午
後
４
時
30
分
※
入

館
は
午
後
４
時
ま
で　

▼
そ
の
他 

期
間
中
、
古
代
蓮
の
里
売
店
は
、

午
前
７
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
無

休
で
営
業
。古
代
蓮
う
ど
ん
店
は
、

午
前
８
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
営

業
予
定
。

▼
日
時　

９
月
11
日
㈯
午
後
２
時

30
分
開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

古
代
蓮
会
館
の

開
館
時
間
を
変
更
し
ま
す

 

行
田
寄
席

さ
ん
ぶ
ん

ゆ
か
た
着
付
け
教
室
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市県民税・・・・・・・・・・１期　　　納期限・・・・・６月３０日（水）今月の納税

の
毎
週
金
曜
日
（
６
月
25
日
、
８

月
13
日
を
除
く
）
午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分　

▼
場
所　

グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
定
員　

各
回
40

人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費　

１
回

５
０
０
円　

▼
申
し
込
み　

当
日

窓
口
で
受
け
付
け　

▼
そ
の
他 

貸
出
マ
ッ
ト
数
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
小
さ
な

お
子
さ
ん
を
連
れ
て
の
受
講
は

で
き
ま
せ
ん
。

▼
会
期　

６
月
20
日
㈰
ま
で
（
火

曜
日
休
館
）
午
前
９
時
～
午
後
４

時
30
分
※
入
場
は
午
後
４
時
ま
で 

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
内
容　

行
田
美

術
会
作
品
展
（
絵
画
）

▼
会
期　

６
月
24
日
㈭
～
７
月
19

日
㈪
（
火
曜
日
休
館
）
午
前
９
時

～
午
後
４
時
30
分
※
入
場
は
午
後

４
時
ま
で　

▼
場
所　

産
業
文
化

会
館
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
内

容　

第
60
回
記
念
埼
玉
県
美
術
展

覧
会
に
入
選
さ
れ
た
方
な
ど
の
作

品
展　

▼
入
場
無
料

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
お
持
ち
の
初

心
者
か
ら
中
級
者　

▼
定
員　

30

人
（
先
着
順
） 

▼
申
し
込
み　

６

月
11
日
㈮
午
前
10
時
か
ら
電
話
で

古
代
蓮
会
館

▼
日
時　

８
月
７
日
㈯【
１
回
目
】

午
前
11
時
開
演
【
２
回
目
】
午
後

２
時
30
分
開
演　

▼
場
所　

産
業

文
化
会
館
ホ
ー
ル　

▼
入
場
料 

全
席
指
定
１
千
５
０
０
円
（
２
歳

以
下
は
無
料
。
た
だ
し
座
席
が
必

要
な
場
合
は
有
料
） 

▼
前
売
り
開

始
・
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

６
月

12
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
産
業
文
化

会
館
ほ
か
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て

発
売
（
電
話
受
け
付
け
は
翌
日
午

前
10
時
か
ら
）

▼
日
時　

６
月
４
日
～
８
月
27
日

　

今
年
初
公
開
の
「
甲
斐
姫
」
も

新
た
に
追
加
さ
れ
、
42
種
類
に

な
っ
た
古
代
蓮
の
里
に
咲
く
好
み

の
花
蓮
を
Ｅ
メ
ー
ル
で
投
票
し
て

い
た
だ
き
、
今
年
一
番
人
気
の
花

蓮
を
決
定
し
ま
す
。
投
票
さ
れ
た

方
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
進

呈
し
ま
す
（
一
人
１
回
の
み
）。

詳
細
は
、
古
代
蓮
の
里
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.
ik

iik
i-z

a
id

a
n

.o
r.jp

/
kodaihasu/

（
モ
バ
イ
ル
版http://w

w
w

.
ik

iik
i-z

a
id

a
n

.o
r.jp

/
kodaihasu/m

obile/top

）

▼
期
間　

６
月
19
日
㈯
～
８
月
８

日
㈰

▼
日
時　

６
月
27
日
㈰
午
前
６
時

30
分
～
午
後
１
時
（
２
部
構
成
） 

▼
内
容　

楽
し
く
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
の
撮
影
方
法
を
学
び
、
古
代
蓮

の
里
で
撮
影
会
を
実
施
し
、
作
品

の
発
表
と
講
評
会
を
行
う
。 

▼

参
加
費　

２
千
円　

▼
講
師　

前

野
勝
美
さ
ん
（
写
真
家
） 

▼
対
象 

42
種
類
の
花
蓮
コ
ン
テ
ス
ト

百
蓮
百
撮
！
蓮
の
様
々
な

撮
り
方
・
デ
ジ
カ
メ
講
座

し
ま
じ
ろ
う

み
ん
な
で
た
ん
け
ん
！

み
な
み
の
し
ま

 

第
49
回
絵
画
展

 
第
60
回
記
念
県
展

入
選
作
品
展

お
手
軽
ヨ
ガ
教
室

～
夏
編
～

グリーンアリーナ　いきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員募集
ク ラ ブ 名 日 　 時 場 　 所 内　　　　容 対　象 会　費 申し込み・問い合わせ

①ボクササイズ
　ヒーリングクラブ

毎週金曜日の午後７
時30分～８時30分

グリーンアリーナ
剣道場ほか ボクシングの動作を取り入れたエクササイ

ズなどを行い、脂肪燃焼を促進させダイ
エット効果を高めます。

18 歳以上
の方

月額
2,000 円 直接または電話で

グリーンアリーナ
※先着順（定員に
なり次第、入会待
ちとしての受付に
変更となります）
☎ 553 － 3377

②ＳＡファイトクラブ 毎週土曜日の午前10
時～11時

グリーンアリーナ
剣道場ほか

月額
2,000 円

③ピラティスクラブ
毎週土曜日の午前11
時10分～午後０時
10分

グリーンアリーナ
柔道場ほか

バレエやヨガの要素を取り入れたエクササ
イズであるピラティスを行い、柔軟性や筋
力、バランスなどを養うことで、美容や肩
こり・腰痛などの改善に役立てます。

月額
3,000 円
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市
報
ぎ
ょ
う
だ
平
成
21
年
10
月
号
で
、
旧
荒
井

八
郎
商
店
事
務
所
兼
住
宅
・
大
広
間
棟
・
洋
館
（
現

「
彩
々
亭
」）
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
か
つ
て
の
荒
井

八
郎
商
店
は
現
在
の
「
彩
々
亭
」
の
敷
地
か
ら
そ
の

西
側
に
か
け
て
広
大
な
敷
地
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

「
彩
々
亭
」
の
ほ
か
に
も
、
庭
園
の
南
西
側
に
多
数

の
足
袋
工
場
や
足
袋
蔵
が
並
ん
で
い
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
現
在
で
は
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
失
わ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
幸
運
に
も
１

棟
だ
け
足
袋
蔵
が
曳ひ
き

家や

さ
れ
て
再
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
今
回
紹
介
す
る
行
田
窯
で
す
。

　

南
大
通
線
に
面
し
た
佐
間
１―

11―

15
に
所
在
す

る
行
田
窯
は
、
旧
荒
井
八
郎
商
店
が
足
袋
の
原
料
の

原
反
を
収
納
す
る
た
め
に
建
て
た
倉
庫
（
足
袋
蔵
）

を
再
活
用
し
て
、
約
35
年
前
に
開
設
さ
れ
た
陶
芸
工

房
で
す
。
一
見
す
る
と
普
通
の
倉
庫
の
よ
う
な
木
造

２
階
建
て
の
建
物
で
す
が
、
室
内
に
原
反
を
収
納
す

る
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る
よ
う
中
央
に
柱
を

建
て
ず
、
壁
の
柱
の
間
隔
を
狭
く
し
て
強
度
を
保
つ

な
ど
、
足
袋
蔵
ら
し
い
特
徴
あ
る
構
造
を
持
っ
て
い

ま
す
。
正
確
な
建
築
年
代
は
不
明
で
す
が
、
旧
荒
井

八
郎
商
店
が
昭
和
初
期
に
こ
の
場
所
へ
工
場
を
開
設

し
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
点
で
建
設
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
元
は
大
型
の
足
袋
蔵
で
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
数
年
前
に
西
側
が
取
り
壊
さ
れ
、
現
在
は

約
３
分
の
１
の
大
き
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
約
90
棟
の
足
袋
蔵
が
存
在
し
て
い
ま
す

が
、
木
造
の
足
袋
蔵
は
非
常
に
少
な
く
、
貴
重
な
近

代
化
遺
産
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
足
袋
蔵

再
活
用
の
先
駆
け
と
し
て
も
注
目
す
べ
き
存
在
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
行
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
足
袋
蔵
歴
史

の
ま
ち
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
足
袋
蔵
と
行
田
市
の
近
代

化
遺
産
～
蔵
め
ぐ
り
・
ま
ち
あ
る
き
～
」
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
今
回
紹
介
し
た
行
田
窯
を
含
む
20
棟
の

近
代
化
遺
産
を
地
図
付
き
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
片
手
に
、
行
田
の
ま
ち

を
蔵
め
ぐ
り
・
ま
ち
あ
る
き
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
文
化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

材料（２人分）
金ごま…大さじ２　きゅうり…大１本　みそ…大さじ２　しその葉…４～５枚 
砂糖…大さじ２　水…240ml　うどん（ゆであがり）…400g
薬味（ねぎ・ミョウガ・しょうが）…適宜

作り方
①きゅうりは輪切り、しその葉・薬味はみじん切りにする。
②金ごまは空炒りし、３～４粒のごまがはじけたら火を止め、すり鉢に移してき

れいにすりつぶす。
③②に①のしその葉を加え、よくする。さらに砂糖、みその順に加えてよくすり、

水を少しずつ加えながら混ぜる。最後にきゅうりを加え、器に盛り付ける。

栄養成分（１人分）
エネルギー 371kcal　たんぱく質 9.6g　脂質 8.6g 
炭水化物 59.4g　食塩相当量 2.8g　カルシウム 210mg

（社）埼玉県栄養士会　行田・羽生の会

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。

■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報 
　広聴担当（内線318）までご連絡
　ください。

195

行
田
の
近
代
化
遺
産

行
田
の
近
代
化
遺
産

28

環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

　冷や汁は、うどんのつけ汁として、埼玉県北部に伝承される夏の郷土料理です。
「すったて」「つったて」とも呼ばれ、食欲のないときの栄養補給や体力回復に役立
ちます。金ごまは、炒

い

ってすると香りが高く、いっそう冷や汁の味を引き立てます。
昔ながらの味を堪能してみましょう。

　５月４日にさきたま古墳公園で開催された「第25回さきたま火祭り」。御神
火降りでオワケの臣が登場し、御託宣が読み上げられると、祭りのフィナーレを
飾る特大の花火が夜空を覆いました。

行田窯
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携
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obile/index.htm
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